



















































































































































 『官職田舎辨疑』の見返と序を削除し、新たに序・後序等を補う。以下の（イ） （ロ） （ハ） （ニ）が確認できる。主な異同箇所を記す。
　　　　
  （






 序題「官位俗訓序」 。 「享保十一丙午とし初春日／洛下後学慎斎書」 。
　　　　























































































































































































































































































 序題「官位訓叙」 。 「于時享保二歳孟春吉貝原篤信揮毫／益軒」 。 『 俗訓』環翠子後序の序題から「俗訓後叙」を削除し、 「訓叙」を覆刻して入木し、 文「今官位俗訓を」とある箇所から「俗」字を削除して一字空白とし、さらに日付・署名の「十一」を「二」 、 「辰環翠子」 「遵生」の箇所をそれぞれ「貝原篤信 益 と入木する。柱題は（甲）「官位訓後叙」のままながら巻頭に配する。
　　　　　
 目録題 「官位訓巻之一 （～四） 」 。 （甲） の該当箇所から 「俗字を削除して入木する。
　　　　
 内題「官位訓巻之一（～四） 」 。 （甲）の該当箇所から 俗」字を削除して入木する。ただし、巻二にあった「目録 の部分は削除され いる。
　　　　　





























































 、振り仮名には平仮名 片仮名が混在するが 原本のままとした。
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
五















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月尋堂は 「北京散人月尋堂」 の署名で 『鎌倉比事』 （宝永五年三月刊）


















































































































































































































































































































傍線部から『壒囊鈔』 （ （ 『塵添壒囊鈔』 ）が利用されていることは明







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　『田舎辨疑』が『職原抄』には直接依拠せず、 『北条九代記』を使用していることが改めて確認できようが、注目すべきは波線部に示したように、 『職源抄』 『北条九代記』がともに義仲を「征夷将軍」とするのに対し、 『田舎辨疑』には「征夷大将軍」と記されることである。 『田
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
三五





































































































































































































































































































































































































































































































































 『職原抄参考』巻四「左右近衛府 ・ 大将」 、 平治物語巻一「信頼信西不快の事」
21㊁大臣家の御事
　　









『公卿補任』 ・ 『尊卑分脈』 ・ 『歴代皇紀』 「六条有房」 ？
25㊅御幸の事
　　


















































































































注（１） 『俳諧大辞典』 （明治書院、 昭



























































































































16） 『湖月抄』 （延宝元年成立 ・ 刊）には当該記事は引用されていない。
（
17） 『新訂増補国史大系』第六十巻上（吉川弘文館、昭
37） 。
（
18） 『新訂増補国史大系』第五十四巻（吉川弘文館、昭
12） 。
（
19） 『改訂史籍集覧』第十八冊（臨川書店、昭
59） 。
（
20） 『史料纂集』花園天皇宸記・第二（続群書類従完成会、昭
59） 。
（
21） 『古俳書文庫』第十六編（天晴堂、大
14） 。
（
22） 「三宅環翠
　
□称
帯刀
　
□字
尚絅
　
□号
遵生軒・隠甫」 （ 『和学者総覧』
　
汲古書院、平２） 。 『国書総目録』も同様に分類する。
（
23） 『職原鈔拙解』 「天和元酉辛黄鐘朔旦／堀川通西吉水町銭屋儀兵
　
衛刊行」の自跋も同じ署名と印記が示されている。
参考文献拙稿「月尋堂とその周辺
　
―その知られざる活動の一面―」 （ 『国語国
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
四一
文』第五九巻第一二号
　
平２・
12） 。

（二〇一三年九月三十日受理）

（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）

本研究はＪＳＰＳ科研費２３５２０２３５の助成を受けたものです。
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
四二
